
日時　 2014年 6月23日（月）　20:00～22:00会場　 住友商事（株）　晴海トリトンスクエアW棟会議室（W14C）出席チーム 下記参照欠席チーム なし議事録 長瀬産業/新井議題 ※以下敬称略議事議事議事議事 Ⅰ．導入、テーマの共有Ⅱ．2013年度の反省と改善策（主幹事・副幹事）Ⅲ．2014年度の抱負（主幹事・副幹事）Ⅳ．その他連絡事項Ⅰ．導入、テーマの共有Ⅰ．導入、テーマの共有Ⅰ．導入、テーマの共有Ⅰ．導入、テーマの共有 ◆役員会より・商社リーグは皆が参加側でもあり、経営側でもある。(金田会長）・今回の会議の目的は、2013年度と2014年度の幹事が滞りなく引継 を行い、2014年度のスタートダッシュを切れるようにすること。（北川）・スケジュールとしては、7/14の代表者引継会議に向けて、必要な書類やグラウンドの確保を進めていく。(北川）Ⅱ．2013年度の反省と改善策Ⅱ．2013年度の反省と改善策Ⅱ．2013年度の反省と改善策Ⅱ．2013年度の反省と改善策 ☆7/14(月)代表者引継ぎ会議にて、2013年度各幹事は昨年度の反省、2014年度各幹事は今年度の抱負を再度発表する。◆主幹事（中村／双日）（主な役割） ・ 主幹事の主な業務は、①リーグ戦の日程の策定、②代表者会議、幹事会議等の運営・マネジメント、③試合結果の通知、である。 ・2013年度主幹事を行うにあたって最初に表明したこと→「活発に議論を行える場を作りたい」　 →この表明事項は2014年度の主幹事である住商にも引き継いでもらいたい。    （担当業務の時間目安）     ・シーズン中は、4～5時間／週。月に1回リーグ日程を決めるときには土日に作業することもあった。　 ・時間のうち3～4割は減点やMC報告書に関するトラブル対応。（主幹事判断で突き返すときもあれば、役員会に対応してもらう事も）（連絡事項／反省点等） ・試合日程の策定が最も大変だった。特にグラウンド毎に制約がある点（兼松グラウンドは兼松が第一試合でなければならない等）、　グラウンドの料金が一律ではない点が難しい。　→毎回日程作成のために頭を悩ませることのないよう仕組みを作っても良かったかもしれない。双日社内では、　　つくばのグラウンドと長期契約をする事で、より効率よく運営ができないか等の意見は上がっていた。 ・別リーグ（e.g.都リーグ）に参加しているチームで、事前に予定が入る事が分かっている場合は、早目に連絡を頂けると  よりフレキシブルに対応できるようになる。（金田会長より） 　グラウンドの手配は、商社リーグとしてグラウンド側と包括的な契約等をしなければ解決が難しいのかもしれない。　トラブル対応については、確実に減らせるようにしたい。☆7/14(月)代表者引継ぎ会議にて、2013年度のクモの巣グラフ最終版を再配布する。◆副幹事（樋口／豊通）（主な役割） ・主な業務は、毎試合ごとのMC報告書、試合結果の取りまとめと、役員会への報告。 　→各チームから毎試合後1営業日以内に送付されるMC報告書の内容を確認し、星取表を作成した上で、　　　3営業日以内に役員会に報告。（担当業務の時間目安） ・4時間／週。星取表の作成には時間がかかってしまう。　 ・4時間のうちトラブル対応は半分ぐらいではないか？（中村／双日）（連絡事項／反省点等） ・MC報告書を簡略化する試みは良かったが、作業が週明けに集中し、トラブルが発生すると3営業日までの提出が厳しかった。     ・副幹事担当の3人のうち2人は外出が多くて、一人に負担が集中してしまったため、社内での役割分担の必要性を感じた。 ・MC報告書は副幹事から督促しなくても毎回提出されていた。（金田会長より）・主幹事は１枚の紙で、各チームの引継ぎ状況が分かるようなフォームを用意した方が良いのでは？　フォームを用意することで各チームやるべきことが増えるので、投資効率をよく考えて用意するかどうか考えるように。    　（※次期主幹事の判断で、フォームは用意することに決定）◆副幹事　（吉越／日本ユニシス）（主な役割） ・主な業務は、表彰式とチームデータ集計。（今年度は表彰式は未実施） 　→チームデータについては今年度からチェックシートをPDF化して各社に提出を義務化したが、期初アナウンス時において　誤った記入例を送ってしまった。すぐに正しい記入例を再送したが、誤った記入例で提出してしまったチームが複数あった。　この点は、今年度は正しい記入例にて引継ぐので特に問題なし。（担当業務の時間目安） ・チームデータ集計と名簿登録を合わせて3時間程度。トラブルもほとんどない。（連絡事項／反省点等） ・昨年度の引継会議での表明は「期限を守る」ということだったが、期限を過ぎての提出は殆どなく、ほぼ守れたと思う。　最初の名簿登録時に1社（住商）だけ遅れた。（金田会長より）・表彰式に関して、ここ3年でグラウンド費用が約3倍になったことに加え、今年度はホームアウェイ方式で試合数が増える　見込みなので、予算的に厳しい。・2013年度の表彰式については、7月末～8月頃に2014年度リーグの開幕前に行うことを検討している。・表彰式は直前になって準備をするのではなく、前倒しで進められるように引継ぎを行うこと。
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◆副幹事　（白川／長瀬）（主な役割） ・主な業務は、議事録の作成とメーリスの管理。 　→議事録については、内容を正確に伝えられるようボイスレコーダーで録音を行う。会議日含めて4営業日以内に役員会に送る。　 →メーリスはYahooのサービス停止に伴い、無料のFreeMLを提案中。（担当業務の時間目安）・議事録については、6時間／月。議事録は作成後に社内で内容をチェックするため、スケジュールは非常にタイト。・メーリスの作成は時間をそこまで取られるわけではなく、年間トータルで3時間程度。　→全体の負担割合を考慮すると、メーリスの管理はチームデータ集計担当に移管しても良いのでは？（金田会長）　　 （ただし、2014年度幹事業務については2013年度の分担から変更しない旨確定。）（連絡事項／反省点等）・メーリスの移管については、どこまで2013年度副幹事の長瀬が行い、どこから2014年度副幹事のJFE商事が行うか曖昧。　→過去の議事録を見ると、長瀬はFreeMLのトライアルまで行うと記述あり。・新メーリスのテストについて、丸紅、岩谷、住金、蝶理から未返信。　→4社には早くPUSHして、今月中にはFreeMLが使えるかどうか確認を行い、次期副幹事に引継ぐように。（金田会長）　→FreeMLで対応できなかった場合は、役員会が提案したGoogleのメーリスも代替案としてある。Ⅲ．2014年度の抱負Ⅲ．2014年度の抱負Ⅲ．2014年度の抱負Ⅲ．2014年度の抱負 ◆主幹事（望月／住友商事）・2/18の幹事引継ぎ会で4つのテーマを掲げた。これらについて可能な限り実現していく。　①試合競技関係→試合開始時間通りに運営出来る体制づくり　②審判レベルの向上　③減点問題等の議論の整理　④費用問題の解決（金田会長より）・理想を追求することは大事だが、現実的にやらなければならないことが多い。優先順位の高いものから実行を。・やるべきことをやっていないのに、主張だけをしているケースが多い。まずは実績を積み重ねて周囲に認められるようになってから　発言を。◆副幹事　（伊藤／阪和）・社内の役割分担の良いモデルを確立できるようにしたい。・人数をたくさん増やしても責任が分散してしまうので、3～4人ぐらいで回せるような仕組みを確立する。◆副幹事　（中鶴／日立ハイテク）・前年度副幹事の話では、前半にボリュームが集中しそうなので、期限を守ってスムーズにできるよう対応したい。◆副幹事　（大橋／JFE）・議事録業務のみならず、会議の場で積極的に発言できるような人材を送り込んで、リーグを良い組織にしていきたい。Ⅳ．その他連絡事項Ⅳ．その他連絡事項Ⅳ．その他連絡事項Ⅳ．その他連絡事項 ◆代表者引継会議　7/14　◆2013年度と2014年度の引継ぎは、必ずFace to Faceで各チームごとに行うこと。　主幹事（住商）から展開される引継フォームに必要事項を記入の上、7/7(月)までに主幹事へ返送する。　（締切がタイトな為、上記回答が遅れる場合は、事前に主幹事へ連絡すること。） 以上


